
富 士 宮 市 母 子 家 庭 等 医 療 費 助 成 要 綱  

 （ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は 、 母 子 家 庭 等 に 対 し そ の 医 療 を 受 け る の に 必 要 な 費

用 の 一 部 を 助 成 す る こ と に よ り 、 母 子 家 庭 等 の 福 祉 の 増 進 に 寄 与 す る

こ と を 目 的 と す る 。  

 （ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 要 綱 に お い て 「 母 子 家 庭 等 」 と は 、 次 に 掲 げ る 者 を い う 。  

( 1 )  母 子 及 び 父 子 並 び に 寡 婦 福 祉 法 （ 昭 和 ３ ９ 年 法 律 第 １ ２ ９ 号 。 以

下「 法 」と い う 。）第 ６ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 配 偶 者 の な い 女 子 で 現 に

２ ０ 歳 の 誕 生 日 の 前 日 ま で の 間 に あ る 児 童 を 扶 養 し て い る も の  

( 2 )  法 第 ６ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 配 偶 者 の な い 男 子 で 現 に ２ ０ 歳 の 誕 生

日 の 前 日 ま で の 間 に あ る 児 童 を 扶 養 し て い る も の  

( 3 )  前 ２ 号 に 掲 げ る 者 に 現 に 扶 養 さ れ て い る ２ ０ 歳 の 誕 生 日 の 前 日 ま  

で の 間 に あ る 児 童  

( 4 )法 附 則 第 ３ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 児 童 の う ち ２ ０ 歳 の 誕 生 日 の 前 日

ま で の 間 に あ る 児 童  

２  こ の 要 綱 に お い て 「 社 会 保 険 各 法 」 と は 、 次 に 掲 げ る 社 会 保 険 に 関

す る 各 法 を い う 。  

( 1 )  健 康 保 険 法 （ 大 正 １ １ 年 法 律 第 ７ ０ 号 ）  

( 2 )  国 民 健 康 保 険 法 （ 昭 和 ３ ３ 年 法 律 第 １ ９ ２ 号 ）  

( 3 )  船 員 保 険 法 （ 昭 和 １ ４ 年 法 律 第 ７ ３ 号 ）  

( 4 )  私 立 学 校 教 職 員 共 済 法 （ 昭 和 ２ ８ 年 法 律 第 ２ ４ ５ 号 ）  

( 5 )  国 家 公 務 員 共 済 組 合 法 （ 昭 和 ３ ３ 年 法 律 第 １ ２ ８ 号 ）  

( 6 )  地 方 公 務 員 等 共 済 組 合 法 （ 昭 和 ３ ７ 年 法 律 第 １ ５ ２ 号 ）  

３  こ の 要 綱 に お い て 「 医 療 機 関 等 」 と は 、 社 会 保 険 各 法 の 規 定 に 基 づ

き 療 養 の 給 付 を 取 り 扱 う 病 院 若 し く は 診 療 所 又 は 薬 局 そ の 他 の も の を

い う 。  

 （ 受 給 資 格 者 ）  

第 ３ 条  こ の 要 綱 に 基 づ い て 医 療 費 の 助 成 を 受 け る こ と の で き る 者 （ 以

下「 受 給 資 格 者 」と い う 。）は 、母 子 家 庭 等 で あ つ て 、本 市 内 に 住 所 を



有 す る 者 （ 前 条 第 １ 項 第 １ 号 又 は 第 ２ 号 に 掲 げ る 者 （ 同 項 第 ４ 号 に 掲

げ る 児 童 に つ い て は 、 そ の 養 育 者 ） に 現 に 扶 養 さ れ て い る 児 童 で あ っ

て 、進 学 等 の 事 由 に よ り 本 市 に 住 所 を 有 し な い 児 童 を 含 む 。）で 、か つ

社 会 保 険 各 法 の 被 保 険 者 、 組 合 員 又 は 被 扶 養 者 で あ る も の と す る 。 た

だ し 、 生 活 保 護 法 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 １ ４ ４ 号 ） 第 １ ５ 条 に 規 定 す る

医 療 扶 助 を 受 け て い る 者 並 び に 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 １ ６ ４

号 ） 第 ２ ７ 条 第 １ 項 第 ３ 号 の 規 定 に よ り 小 規 模 住 居 型 児 童 養 育 事 業 を

行 う も の 若 し く は 里 親 に 委 託 さ れ て い る 児 童 若 し く は 同 号 の 規 定 に よ

り 乳 児 院 、 児 童 養 護 施 設 、 障 害 児 入 所 施 設 、 情 緒 障 害 児 短 期 治 療 施 設

又 は 児 童 自 立 支 援 施 設 に 入 所 措 置 さ せ て い る 児 童 若 し く は 同 条 第 ２ 項

の 規 定 に よ り 指 定 発 達 支 援 医 療 機 関 に 委 託 さ れ て い る 児 童 及 び 同 法 第

２ ２ 条 の 規 定 に よ り 助 産 施 設 に 入 所 措 置 さ れ て い る 者 を 除 く 。  

 （ 助 成 の 停 止 ）  

第 ４ 条  受 給 資 格 者 又 は 受 給 資 格 者 の 民 法 （ 明 治 ２ ９ 年 法 律 第 ８ ９ 号 ）

第 ８ ７ ７ 条 第 １ 項 に 定 め る 扶 養 義 務 者 で そ の 受 給 資 格 者 と 生 計 を 同

じ く す る も の（ 受 給 資 格 者 が 第 ２ 条 第 １ 項 第 ４ 号 に 掲 げ る 者 で あ る 場

合 は 、 こ の 者 と 生 計 を 同 じ く す る 者 を 含 む 。） に か か る 前 年 分 の 所 得

税（ １ 月 か ら ６ 月 ま で の 間 に 受 け た 医 療 に つ い て は 、 前 々 年 分 の 所 得

税 ） の 額 (控 除 廃 止 の 影 響 を 受 け る 費 用 徴 収 制 度 等 （ 厚 生 労 働 省 雇 用

均 等 ・ 児 童 家 庭 局 所 管 の 制 度 に 限 る 。） に 係 る 取 扱 い に つ い て （ 平 成

２ ３ 年 ７ 月 １ ５ 日 雇 児 発 ０ ７ １ ５ 第 １ 号 厚 生 労 働 省 雇 用 均 等 ・ 児 童 家

庭 局 長 通 知 ） に よ っ て 計 算 さ れ た 所 得 税 の 額 を い う 。 )が 零 と な ら な

い と き は そ の 年 の ７ 月 か ら 翌 年 の ６ 月 ま で は 支 給 を 停 止 す る 。  

 （ 受 給 者 証 の 交 付 ）  

第 ５ 条  医 療 費 の 助 成 を 受 け よ う と す る 者 （ 第 ２ 条 第 １ 項 第 ４ 号 に 掲 げ

る も の に つ い て は そ の 養 育 者 ）は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 書 類 を 市 長 に 提

出 し 、 受 給 資 格 に つ い て 市 長 の 認 定 を 受 け な け れ ば な ら な い 。  

( 1 )  母 子 家 庭 等 医 療 費 助 成 金 受 給 者 証 交 付 ・ 更 新 申 請 書（ 第 １ 号 様 式 ） 

( 2 )  社 会 保 険 各 法 の 被 保 険 者 証 又 は 組 合 員 証 （ 以 下 「 被 保 険 者 証 」 と

い う 。）  



( 3 )  第 ８ 条 に 規 定 す る 附 加 給 付 が あ る 場 合 に あ つ て は 当 該 附 加 給 付 に

関 す る 書 類 （ 第 ２ 号 様 式 ）  

( 4 )  第 ４ 条 に 定 め る 助 成 の 停 止 に 該 当 し な い も の で あ る こ と を 証 す る

書 類  

２  市 長 は 、 前 項 の 認 定 を し た と き は 、 母 子 家 庭 等 医 療 費 助 成 金 受 給 者

証 （ 第 ３ 号 様 式 。 以 下 「 受 給 者 証 」 と い う 。） を 交 付 す る も の と す る 。 

 （ 受 給 者 証 の 更 新 申 請 等 ）  

第 ６ 条  受 給 者 証 の 有 効 期 間 が 満 了 し 、 受 給 者 証 の 更 新 を 受 け よ う と す

る 者 は 、 毎 年 ６ 月 １ 日 か ら 同 月 ３ ０ 日 ま で の 間 に 次 に 掲 げ る 書 類 を 市

長 に 提 出 し 、 受 給 者 証 の 更 新 を 受 け な け れ ば な ら な い 。  

 ( 1 )  母 子 家 庭 等 医 療 費 助 成 金 受 給 者 証 交 付 ・ 更 新 申 請 書  

 ( 2 )  前 条 第 １ 項 第 ２ 号 か ら 第 ４ 号 ま で に 掲 げ る 書 類  

 （ 受 給 者 証 の 再 交 付 ）  

第 ７ 条  受 給 者 証 を 損 傷 し 又 は 紛 失 し た た め 受 給 者 証 の 再 交 付 を 受 け よ

う と す る 者 は 、 母 子 家 庭 等 医 療 費 助 成 金 受 給 者 証 再 交 付 申 請 書 （ 第 ４

号 様 式 ） を 市 長 に 提 出 し て 、 そ の 再 交 付 を 受 け な け れ ば な ら な い 。  

 （ 助 成 の 額 ）  

第 ８ 条  医 療 費 に 対 し て 助 成 す る 額 は 、 社 会 保 険 各 法 の 規 定 に 基 づ く 健

康 保 険 法 （ 大 正 １ １ 年 法 律 第 ７ ０ 号 ） 第 ７ ６ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 療 養

に 要 す る 費 用 の 算 定 の 例 に よ り 算 定 し た 額 か ら 社 会 保 険 各 法 に よ る 給

付 を 控 除 し た 額 （ 以 下 「 自 己 負 担 額 」 と い う 。） と し 、 健 康 保 険 法 第    

８ ５ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 入 院 時 食 事 標 準 負 担 額 は 対 象 と し な い 。  

こ の 場 合 に お い て 、 社 会 保 険 各 法 の 高 額 療 養 費 、 各 種 法 令 等 の 規 定

に よ る 国 も し く は 地 方 公 共 団 体 の 負 担 に 係 る 医 療 に 関 す る 給 付 又 は 健

康 保 険 組 合 等 の 規 約 若 し く は 定 款 等 の 規 定 に よ る 附 加 給 付 が あ る 場 合

に あ つ て は そ の 給 付 の 額 を 控 除 す る も の と す る 。  

 （ 受 給 者 証 に よ る 受 診 ）  

第 ９ 条  受 給 者 証 の 交 付 を 受 け て い る 者 （ 以 下 「 受 給 者 」 と い う ｡)は 、

医 療 機 関 等 で 診 療 等 を 受 け よ う と す る と き は 、 被 保 険 者 証 と と も に 受

給 者 証 を 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  



２  受 給 者 は 、 医 療 機 関 等 で 診 療 を 受 け 当 該 医 療 機 関 等 か ら 当 該 支 払 に

係 る 領 収 証 明 を 受 け る も の と す る 。 た だ し 、 当 該 領 収 証 明 は １ か 月 に

１ 回 こ れ を 受 け る こ と を も つ て 足 る も の と す る 。  

 （ 支 給 の 申 請 ）  

第 １ ０ 条  受 給 者 は 、 医 療 費 の 助 成 金 の 支 給 を 受 け よ う と す る と き は 、

市 長 に 助 成 金 の 支 給 申 請 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

２  前 項 の 場 合 に お い て 、 受 給 者 が 前 条 の 規 定 に よ り 診 療 等 を 受 け た と

き は 、 当 該 医 療 機 関 等 か ら 提 供 さ れ る 情 報 に 基 づ き 静 岡 県 国 民 健 康 保

険 団 体 連 合 会 か ら 当 該 診 療 等 に 係 る 一 部 負 担 金 そ の 他 助 成 金 の 額 の 算

定 に 必 要 な 事 項 が 通 知 さ れ た こ と を も っ て 、 受 給 者 か ら 市 長 に 助 成 金

の 支 給 申 請 が あ っ た も の と み な す 。  

３  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、受 給 者 が 助 成 金 の 支 給 申 請 を 行 う と き は 、

母 子 家 庭 等 医 療 費 助 成 金 支 給 申 請 書 （ 第 ５ 号 様 式 ） に 前 条 第 ２ 項 の 領

収 証 明 を 得 て 、 又 は 領 収 書 を 添 付 し て 、 市 長 に 支 給 申 請 し な け れ ば な

ら な い 。  

 （ 支 給 額 の 決 定 ）  

第 １ １ 条  市 長 は 、 前 条 の 規 定 に よ る 申 請 書 の 内 容 を 審 査 し 、 医 療 費 に

つ い て 適 当 と 認 め た 支 給 額 を 決 定 し 、 受 給 者 に 支 給 す る も の と す る 。  

 （ 支 給 の 対 象 期 間 ）  

第 １ ２ 条  医 療 費 助 成 金 の 支 給 対 象 期 間 は 第 ５ 条 に 規 定 す る 申 請 書 の 提

出 が あ つ た 日 の 翌 日 か ら 第 ２ 条 及 び 第 ３ 条 に 規 定 す る 要 件 を 欠 く に 至

つ た 日 （ 児 童 が ２ ０ 歳 に 達 し た と き は 、 そ の 日 の 前 日 が 属 す る 月 の 末

日 ） ま で と す る 。 た だ し 、 受 給 資 格 者 が 他 市 町 村 か ら 市 の 区 域 内 に 転

入 し た 場 合 に は 転 入 届 を し た 日 か ら 、 や む を 得 な い 事 由 に よ り 申 請 書

の 提 出 が で き な か つ た 場 合 に お い て や む を 得 な い 事 由 が や ん だ 日 後 １

４ 日 以 内 に 申 請 書 の 提 出 が あ つ た と き に は 、 当 該 や む を 得 な い 事 由 が

生 じ た 日 か ら 、 そ れ ぞ れ 支 給 対 象 に す る こ と が で き る 。  

 （ 変 更 届 等 ）  

第 １ ３ 条  受 給 者 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 に 変 更 が あ つ た と き は 、 速 や か に

母 子 家 庭 等 医 療 費 助 成 金 受 給 者 証 交 付 申 請 事 項 変 更 届 （ 第 ６ 号 様 式 ）



に 受 給 者 証 及 び 変 更 事 項 を 証 す る 書 類 を 添 付 し て 市 長 に 届 け 出 な け れ

ば な ら な い 。  

( 1 )受 給 資 格 者 の 氏 名  

( 2 )市 の 区 域 内 に お け る 住 所  

( 3 )受 給 資 格 者  

( 4 )加 入 し て い る 医 療 保 険  

( 5 )医 療 保 険 の 附 加 給 付 の 内 容  

( 6 )支 払 希 望 金 融 機 関  

２  医 療 費 の 支 給 事 由 が 第 三 者 の 行 為 に よ つ て 生 じ た も の で あ る と き は 、

こ れ を 市 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  

 （ 受 給 資 格 喪 失 届 ）  

第 １ ４ 条  受 給 者 が 第 ２ 条 第 １ 項 及 び 第 ３ 条 の 要 件 を 喪 失 す る に 至 つ た

と き（ 前 条 第 １ 項 第 ３ 号 に 該 当 す る 場 合 を 除 く 。以 下 同 じ 。）は 、母 子

家 庭 等 医 療 費 助 成 金 受 給 資 格 喪 失 届 （ 第 ７ 号 様 式 ） に 受 給 者 証 を 添 付

し て 、 速 や か に 市 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  

２  受 給 者 が 死 亡 し た と き は 、 戸 籍 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ２ ２ ４ 号 ） の

規 定 に よ る 届 出 義 務 者 は 、 そ の 旨 を 速 や か に 市 長 に 届 け 出 な け れ ば な

ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 死 亡 し た 者 に 支 給 す べ き 医 療 費 の 助 成 金 が

あ る と き は 届 出 義 務 者 に 支 給 す る こ と が で き る も の と す る 。  

 （ 損 害 賠 償 と の 調 整 ）  

第 １ ５ 条  市 長 は 、 受 給 者 が 、 疾 病 又 は 負 傷 に 関 し 損 害 賠 償 を 受 け た と

き は 、 そ の 額 の 限 度 に お い て 母 子 家 庭 等 医 療 費 助 成 金 の 全 部 若 し く は

一 部 を 支 給 せ ず 、 又 は 支 給 し た 金 額 に 相 当 す る 額 を 返 還 さ せ る こ と が

で き る 。  

 （ 助 成 金 の 返 還 ）  

第 １ ６ 条  市 長 は 、 受 給 者 が 偽 り そ の 他 不 正 な 手 段 に よ り こ の 要 綱 に 規

定 す る 医 療 費 の 助 成 金 の 支 給 を 受 け た と き は 、 既 に 支 給 し た 金 額 の 全

部 又 は 一 部 を 返 還 さ せ る こ と が で き る 。  

 （ 権 利 の 消 滅 ）  

第 １ ７ 条  母 子 家 庭 等 医 療 費 の 助 成 金 の 支 給 を 受 け る 権 利 は 、 そ の 診 療



を 受 け た 日 の 属 す る 月 の 翌 月 の 初 日 （ 医 療 機 関 等 か ら の 自 己 負 担 額 の

請 求 が 遅 延 し た 場 合 に は そ の 請 求 の あ つ た 日 の 翌 日 ） か ら 起 算 し て  

１ 年 間 第 １ ０ 条 の 規 定 に よ る 申 請 が な か つ た と き は 消 滅 す る も の と す

る 。  

 （ 添 付 書 類 の 省 略 ）  

第 １ ８ 条  市 長 は 、 こ の 要 綱 に よ り 申 請 書 又 は 届 出 書 に 添 え て 提 出 す べ

き 書 類 等 に つ い て 証 明 す べ き 事 実 を 現 有 公 簿 等 に よ つ て 確 認 す る こ と

が で き る と き は 当 該 書 類 を 省 略 す る こ と が で き る 。  

 （ 支 給 権 の 譲 渡 禁 止 ）  

第 １ ９ 条  母 子 家 庭 等 医 療 費 の 支 給 を 受 け る 権 利 は 、 譲 渡 し 、 又 は 担 保

に 供 す る こ と は で き な い 。  

 （ 報 告 等 ）  

第 ２ ０ 条  市 長 は 、 母 子 家 庭 等 医 療 費 の 支 給 に 関 し 必 要 が あ る と 認 め る

と き は 、 受 給 者 に 対 し て 必 要 な 事 項 の 報 告 を 求 め 、 又 は 質 問 す る こ と

が で き る 。  

 （ そ の 他 ）  

第 ２ １ 条  こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か 必 要 な 事 項 は 市 長 が 別 に 定 め る 。 

   附  則 （ 昭 和 ５ ５ 年 ３ 月 １ ７ 日 市 長 決 裁 ）  

 こ の 要 綱 は 、 昭 和 ５ ５ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則 （ 昭 和 ５ ７ 年 ６ 月 ２ 日 市 長 決 裁 ）  

 こ の 要 綱 は 、 市 長 決 裁 の 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則 （ 平 成 ６ 年 １ ２ 月 ２ 日 市 長 決 裁 ）  

 （ 施 行 期 日 等 ）  

１  こ の 要 綱 は 、 市 長 決 裁 の 日 か ら 施 行 し 、 平 成 ６ 年 １ ０ 月 １ 日 （ 以 下

「 適 用 日 」 と い う 。） か ら 適 用 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 要 綱 に よ る 改 正 前 の 様 式 第 ５ 号 の 規 定 に よ り 提 出 さ れ て い る 申

請 書 は 、改 正 後 の 様 式 第 ５ 号 の 規 定 に よ り 提 出 さ れ た 申 請 書 と み な す 。

た だ し 、 適 用 日 以 後 の 入 院 時 食 事 標 準 負 担 額 に 係 る 助 成 金 の 支 給 の 申

請 は 、 改 正 後 の 様 式 第 ５ 号 に よ ら な け れ ば な ら な い 。  



   附  則 （ 平 成 １ ０ 年 １ 月 １ ４ 日 市 長 決 裁 ）  

 （ 施 行 期 日 等 ）  

１  こ の 要 綱 は 、 市 長 決 裁 の 日 か ら 施 行 し 、 改 正 後 の 富 士 宮 市 母 子 家 庭

等 医 療 費 助 成 要 綱 の 規 定 は 、平 成 ９ 年 ４ 月 １ 日 か ら 適 用 す る 。た だ し 、

改 正 後 の 様 式 第 ５ 号 の 規 定 は 、 平 成 ９ 年 ９ 月 １ 日 か ら 適 用 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  平 成 ９ 年 ９ 月 １ 日 か ら こ の 要 綱 の 施 行 の 日 の 前 日 ま で の 間 に お い て 、

改 正 前 の 様 式 第 ５ 号 の 規 定 に よ り 提 出 さ れ て い る 申 請 書 は 、 改 正 後 の

様 式 第 ５ 号 の 規 定 に よ り 提 出 さ れ た 申 請 書 と み な す 。  

   附  則 （ 平 成 １ ６ 年 １ ０ 月 ３ １ 日 市 長 決 裁 ）  

 こ の 要 綱 は 、 平 成 １ ６ 年 １ ２ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則 （ 平 成 ２ １ 年 ３ 月 ３ １ 日 市 長 決 裁 ）  

 こ の 要 綱 は 、 平 成 ２ １ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

  附  則  

こ の 要 綱 は 、 平 成 ２ ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  


